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第3172回例会

;ひげ　　　　プログラム　ベ

　ガバナー補佐訪問

野拭章夫君(一宮ＲＣ)

　　　クラブ協議会

ロータリーソング｢四つのテスト｣

　　　　　　第3171回例会の記録

　　　　　　2014年9月18日(木)

会長挨拶　　　　　　　　　　　　　磯部茂

　空を見上げるとすじ雲や鰯雲が見られるように

なり、少しずつ秋の気配が感じられる季節になっ

てまいりました。

　本日はシリーズで開催してきました研修例会の

フィナーレとなります。

　第1回、｢ロータリーと職業奉仕｣のテーマで村井

聴一郎君(豊橋RC)の講演。

　第2回、｢ロータリーは今｣～不易な理念を軸に、

新たな発展へ～と題して井上穂君(豊橋ゴールデ

ンＲＣ)の講演。

　いずれも内容が深くロータリーの原点を学ばせ

ていただくことができました。

　そして本日が第3回､パネルトーク｢私にとってロ

一タリーとは｣というテーマで開催する運びとなりま

した。

　本年度会長方針として｢創始の精神とロータリー

の原点｣を見つめなおし､65年の節目を契機に新

たな発展を期していますが､この研修例会がその

礎になれば思います。

　パネラーを務めて頂く、大森一人君、光寄賢一

君、田中由美君には快くお引き受けいただき有難

く感謝申し上げます。
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1990年9月一宮ＲＣ入会

2003～04年度会長

マルチアルホドレ･ﾊﾘｽ･フェロー

ペネファクター

第3回米山功労者
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委員会報告

出席報告　　　　　　　委員長　　瀬古篤司

　現在の会員数　　　　　　　　　　　91名

　木目のビジター　　　　　　　　　　　　○名
　ローターアクト　　　　　　　　　　　　　O名

　本日の出席数　　　　　　　　　　53名

　他クラブ出席数　　　　　　　　　　　12名

　本日の出席率　　　　　　　　　71.42％

　前々回の出席率　　　　　　　　　　97.40％

ニコボックス

☆大森一人君光寄賢一君田中由美君

　　磯部会長の人柄に背中を押されて、前に着

　席しましたが、ロータリーについては､私は40年

　近く体験してきた事の話ししか出来ませんが、光

　奇君、田中君については､入会も浅くフレッシュ

　な感覚が表に出せる時期ですのでお二人の考

　えているロータリーを是非関いて参考にしていた

　だけたらよいかと思います。

☆関戸徹君

　　９月10目春日＃ＣＣで行われました一宮ロー

　タリークラブゴルフ同好会で白組優勝させて頂

　きました｡今回も地の利(メンバーであるので)と

　ハンディキャップに恵まれました。次回はラッキ

　ーで優勝したいと思います。

☆磯部茂君則竹伸也君

　　木目、シリーズ研修会のフィナーレとして第3

　回研修例会を開催した喜びで。



＊＊＊＊＊＊プログラム＊＊＊＊＊＊

　　　　　　第3回研修例会

　　　　　　パネルトーク

　　テーマ「私にとってロータリーとは」

パネラー　　大森一人君（在籍46年）

　　　　　　　光寄賢一君（在籍13年）

　　　　　　　田中由美君（在籍1年半）

コーディネーター

磯部茂君（在籍20年）

　【趣意】

　「自身とロータリーの接点」という会員各自

がテーマとして必ず持っている深層部分を掘

り下げ､多様な考えを知ることにより、各自の

ロータリー観を醸成する一助となることを願い

企画しました。

　【内容】

＊ロータリーに入会した動機､きっかけは？

　･証券会社支店長として前任者も入ってい

たが､お客様をご訪問していた折に勧められ、

女性でも大丈夫かとの不安もあったのですが

自分から望んで入りました。私どもの会社で

は支店長はほとんどロータリー会員です。

　･法入会青年部の時､先輩や仲間が入っ

ていましたのでお勧め頂き入会しました。

　･31歳で入会し､入会当時は何も分からな

かったが、当時はチャーターメンバーの皆さ

んがたくさんおみえになり先輩方の情熱に圧

倒された記憶があります。

＊ロータリーにいてよかったなと思えたこと

　は？

　・自分が最初社会に出だのは公務員として

でした｡父親が創業したのをきっかけにビジ

ネスの世界に入り､職業を通して頑張る中で

「奉仕の精神」の大切さを考える機会を得ら

れたことはうれしい。

＊ロータリーの奉仕についてどのようにお考

　えですか？

　･ロータリーの奉仕の中で一番大切なのは

職業奉仕だと思う。ロータリーに在籍してい

るおかげで多くの業種の方々と知り合うこと

ができた。

　･奉仕というと他への奉仕と考えがちだが、

その前にもっと大切なことは周囲に対する親

切心だと思う｡奉仕は行動を伴うがその為に

は心が創られてなければ意味がない。大切

なのは一生懸命例会にでて友情を育み､奉

仕のきっかけを見つけることだと思う。

＊ロータリーにこうあって欲しいと思うこと？

　･私はこのクラブで唯一の女性会員ですが、

皆さんどうしても遠慮されるので私の方から

もっと積極的に例会の時皆さんに話しかける

ようにします｡皆さんもお気軽にお声掛けお

願いします。

　・自分が入会した当時の一宮ロータリーク

ラブは､戦後最初に自分たちが作り上げて

きたという思いの先輩方がたくさんおみえに

なり、その情熱たるや世界に向けて一宮を

知らしめるという気概に満ちていました。例

会が土曜日に開催されていたということもあ

り他クラブからのビジターも多く、おもてなし

の心でお迎えしました。

　是非今の会員諸兄にも頑張ってほしい。

＊国際ロータリー､地区とクラブの関係につ

　いてどうか？

　･確かに最近ではRI､地区からの要請とか

指導が多くはなってきているが､歴史あるク

ラブとしてはそれをこなして尚且つクラブの

独自性も大事にしていくことが必要と思う｡ま

たロータリーにはロータリーにしかない独自

のプログラム､例えば財団、米山、ローター

アクト､インターアクトなどもう一度しっかり地

域の中で根づかせていく努力が必要。

　･各委員会をもっと機能させ、地域ニーズ

にあった奉仕事業の調査､計画､実行のス

テップで新たな取り組みを期待したい。

＊最後にあなたにとってロータリーとは？

　・自分を磨き､微力ながらお役に立てるよう

に努めるところ。

　･ロータリーという環境にいられることに感

謝し､これを続けるよう努力する。

　･ロータリーは｢勉強するところ｣これが全て

でありこれで充分。

例会変更案内

クラブ名 例会日 例　会　場 受付

あ　　　ま 9月29日(月) 名鉄グランドホテル 有
尾　　　西 10月20日（月） 尾西信用金庫本店 有

※　時間に指定のないクラブの受付は12:00～12:30です。
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